























































1912・	10・05	 野付牛 -網走間営業開始　これにより網走線（池田 -網走）全通
	 12・23	 夕張炭鉱第 2斜坑でガス爆発　死者 16 人
1914・	11・28	 新夕張炭鉱でガス爆発　死者 422 人
	 12・01	 函館大火　673 戸焼失
	 12・09	 苫前村にヒグマ　3日間に 7人殺害さる　（吉村昭「羆嵐」）
1915・11	 帝国製麻美瑛農場暴行事件
1916・	10・06	 拓殖計画改定案ご閣議決定
1917・	02・19	 上歌志内炭鉱でガス爆発　死者 12 人
	 03	 日本製鋼所職工賃上げストライキ
1918・	03・23	 酒造法改正　馬鈴薯澱粉粕による焼酎製造可能となる




	 06・23	 夕張炭鉱でガス爆発　死者 12 人




	 10・01	 室蘭日鋼の職工 1700 人賃金スト
	 12・07	 湧別炭礦鉄道が設立
1920・	02・23	 空知炭鉱神威鉱でガス爆発　死者 27 人
	 06・14	 夕張炭鉱北上坑でガス爆発　死者 209 人










	 11・05	 国鉄渚滑 -滝ノ上間開通
1924・	01・05	 上歌志内炭鉱でガス爆発　死者 76 人
	 07・27	 大泊−小樽間連絡船「大礼丸」が樺太ノトロ岬沖で沈没　死者 196 人
1925・	08	 小樽総労働組合結成
1926・	02・13	 日本労働組合評議会北海道地方評議会が発足（委員長　境一雄）
	 05・01	 道内で組織的第 1回メーデー　小樽、函館でデモ行進
	 05・14	 北大創基 50 周年記念式典　クラーク像の胸像除幕
	 05・24	 十勝岳大爆発　死者・行方不明 144 人　罹災戸数 482 戸　
	 08・21	 北海道鉄道　沼ノ端 -苗穂間営業開始






















　1921 年 2 月、初期プロレタリア文学の機関誌「種蒔く人」（種蒔き社）が有島武郎が資金を出して
創刊されたが発売禁止になった。10 カ月後に再刊され、流人の「三人の乞食」が載った。このこと
を流人が知ったのは戦後になってからであった。
　1922 年 10 月、有島は個人雑誌『泉』を東京の叢文閣から創刊した。24 歳の流人は書簡を通じて
交流のあった有島に「血の呻き」を単行本として出版することを頼み、有島が労を取った。『血の呻き』





　1926 年 9 月、『血の呻き』中編（タコ部屋部分）が雑誌「改造」に「地獄」という題名で掲載された。
伏字が多く内容が読み取れない部分が多いのだが、「北海道文学全集・第六巻」（立風書房、1980）




























































親戚の木下知古美郎に育てられた。1875（明治 8）年 5月 7日、ロシアの首都ペテルブルグで日本・
ロシアが樺太千島交換条約に調印、9月 5日、樺太アイヌ移住の第 1船が宗谷に到着した。翌年 6月
までに 108 戸、854 人が対雁に移住した。安之助が 9歳だったとあるから、誕生年は 1868 年と推定
される。1878（明治 11）年、対雁移民教育所が開業した。教師は医師、元武士などであった。1883（明
治 16）年、対雁学校は公立学校となった。生徒数は 20 人ほどであった。西郷従道が村を訪れアイヌ
人と親しく交わる様子をみた永山武四郎がいさめたところ、西郷は差別してはいけないと諭した。ま
た、松本十郎という判官が変装してアイヌを差別する巡査を戒めるエピソードを挿入している。




　1893（明治 26）年、安之助は樺太へ帰る計画をたて 13 人の仲間と船出したが宗谷海峡で嵐に遭
いノトロ岬に漂着、番屋でしばらく過ごし故郷の富内村をめざした。村には函館の佐々木平次郎とい












漁場主任の佐々木平次郎とその弟が 3百円を寄付し、他の日本人も 600 円を寄付して 12 月に学校建
設が竣工した。






























　武隈徳三郎は 1896 年（明治 29）8 月 3日、帯広近郊の伏古に生れた。第二伏古尋常小学校卒。帯
広准教員講習所で准教員、尋常小学校本科正教員養成常設講習会で本科正教員の資格を取得。大正 3
年、音更尋常小学校訓導となるが数カ月で退職。大正 5年、胆振国勇払郡鵡川村井目戸尋常小学校校




　須田茂氏は「武隈徳三郎とその周辺一・二（「コブタン」33,34 号、2010・5 〜 2011・5）で多くの
資料を参照して武隈徳三郎の足跡を探索している。「略年譜」で樺太から北海道に戻って以後を補う
− 80 −
と次のようである。〈大正 12 年 3月、帰道後、吉田巌を訪問。5月、平取村池売尋常小学校にて教員。
大正 13 年 3 月、岩手県遠野の佐々木喜善を訪問、金田一京助、石田収蔵への書簡を依頼。5月の石
田収蔵日記に「土人来たり一泊」。昭和 5年 11 月、子供二人を連れて帯広に帰還。昭和 11 年 7 月、
長女節子、吉田巌を訪ね徳三郎の近況を報告。吉田巌日記に「徳三郎は酒精中毒にて不健康、本年 1
















































Hokkaido Literature in the Taisho Era
KAMIYA Tadataka
Abstract: Hokkaido literature is here the literature in which Hokkaido is treated more or less. I have set limits 
to the Taisho Era (1912-26): in this period hokkaido as an internal colony together with Saghalien has turned 
into a relentless laboratory to foster national industry. In the history of Hokkaido literature Arishima Takerou is 
hitherto the main feature of the Taisho Era, and Motoki Shizu and Morita Tama are mentioned shortly. In this 
study refraining from overlapping, I have tried to assess buried novelists such as Numata Ryujin, Kobayashi 
Takiji, Yamabe Yasunosuke and Takekuma Tokusaburou.
